
計画5･8

ペプシノダンの分子進化からみた

類人独4種の系統関係

成田裕一 (名古屋大 ･良 ･家畜管理)

哨乳動物の成体の胃においてペプシノゲンは2

種籾存在し (A成分とC成分)､それぞれ1こいくつ

かのアイソザイムがあることが知られている｡本研

究ではこれらのペプシノダンの分子進化から類人

猫の系統関係を明らかにすることを目指している.

今回はペプシノゲンの成分構成について詳細な解

析を試みた.

チンパンジー,ゴリラ,オランウータン,テナガ

ザルの胃粘膜抽出紋を作成し,DEAE-Sephacelを
用いた陰イオン交換クロマトグラフィーにより,そ

れぞれ 3,3,4,3つのペプシノゲンのピークを分

離した.その後,さらにMonoQcolumnHR5/5
を用いたHPLCによりさらに精製を進め,オランウ
ータンとテナガザルからそれぞれ16分千句乳 及び9
分子種のペプシノゲンを単離することができた.チ

ンパンジーとゴリラについては胃拭料の状態が悪

く,ペプシノゲン含丑が少なかったため,各々を単

離することはできなかったが,14分子種,及び 9

分子種のペプシノダンを同定することができた.

これらのペプシノダン分子種の数は他動物に比

べて極めて多くなっていた.このことは類人猿の系

統でペプシノゲンの多様化が進んでいることを示

しているものと考えられた.分離されたペプシノゲ

ン成分を活性阻容剤に対する感受性の違いによっ

て,チンパンジー以外の3種についてA,Cの成分

判定を行った.その結果,どの類人猿においても,

C成分は1分子種ずつしかないことが分かった.ほ
とんどの成分はA成分もしくは類似静索のプロカ
テプシンEであると考えられる.これらの未同定の
成分はアミノ酸組成,及び電気泳動での移動度など

からどの類人猿においても4つに大別され,A成分,

あるいはプロカテプシンEの中でもいくつかのサブ
グル-プに分けられることが分かった.

今後はチンパンジーについても同様の解析を行

うとともに,ペプシノダンの各成分の抗体を用いて,

ウェスタンブロッティングにより,成分の確定を進
める予定である.

計画6-1

屋久島の上郡域に生息するヤクザルの分

布と茶分析による食性の研究

大竹防 (日本モンキーセンター)好成沢- (龍谷

大 ･経常)

閉ま地は轍切川流域平瀬 (標高900m)から永田

岳(標高1886m)にいたる花山歩道 ,永田歩道にEfl

まれた12blfの上郡標高域地域で､ブロック分割

定点調査法でヤクザル群の分布,食性､糞の調査

を行なった.現地調波は7月26日～8月8日に前期 ･

後期に分けのベ45名.鋼兼YZ料のまとめは京都､

朱分析は犬llJで行った. 刑死域内で18集団/群れ

のヤクザルを砧はした.このうち 2群は調査域外
に遊帯域の中心があると･考えられることからこれ

を0.5群として計井.群れ軟便は1.41群/knlと推
測された.

糞は､調査域内の上郡梯市域で30個.調査域外

の中部標苅 (540-7J19m)で5個.四部林道の下部

標高域(100-300m)で50個の採狐を行い比較分析

を行った｡茶内容物は上郡域と中･下部域で 2分

されるが,･中部域のft料が少なく畔純に比較はで

きない｡上部域と下郡域の大きな追いは､果実関

連の内容物が上部で10%未満であるのに､下部の

西部林道では80%以上を占めていることである｡

繊維質では上部では乗.枝によるものがほとんど

であるが.下部では果皮､果粟によるものがほと

んどで下部域での果実依存皮が苅いことを示して

いる.機子は上郡域はヒメヒサカキ.ヒメバライ

チゴ､ハイノ串など 8種籾.中･下郡域ではイヌ

ビワ.アコウ､イクビカズラ､クマノミズキ､ゴ

ンズィ,サンカクヅルなど24種が検出された｡昆

虫FIは従来の傾向と異なり､上部域 (3.6%),下

郡域(4.7%)と下部域の比が高かった｡菌類は下

郎域 (7.7%)､下部域 (0.1%)と過去の調査と同

様の傾向を示している｡
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